
• ソーシャルボンド検討会議における議論を踏まえ、令和３年10月、ソーシャルボンドガイドラインを確定・公表。
• ガイドラインでは、ソーシャルボンドの発行体は社会的な効果等を適切な指標を用いて開示すべきと規定しているが、こうした指標につ
いては、国内においても開示事例の十分な蓄積がなく、参照できるような資料が無い。

• 令和３年12月以降、関係府省庁と連携し、指標等の例示文書（指標集）の作成を検討。ソーシャルボンド検討会議での議論も経て、例示
文書の案をとりまとめ、現在、パブリックコメントを募集中（6月29日まで）。今後、ガイドラインの付属書として確定・公表予定。

ソーシャルプロジェクトの社会的な効果に係る指標等の例示文書（指標集）について

①社会的課題の例（下表）について、実際の発行事例等を踏まえ、具体的なソーシャルプロジェクトとその指標等を例示。

ユニバーサル対応（バリアフリー/ジェ
ンダーフリー施設・設備の整備や研修
プログラムの実施等）の推進

利用者向けのユニバーサルなサービスの提
供

サービスへのアクセシビリティの向上

【対象となる人々】障がい者、女性（特に
妊婦等）、乳幼児連れの人々、ジェンダー
マイノリティ（LGBT等の人々）、高齢者等
の利用者

バリアフリーの推進・多様性を尊重
する共生社会の実現

利用者向けのユニバーサルなサービス
の拡充

（指標例）ユニバーサル対応改修が完
了した施設・設備の数（件数）

（指標例）ユニバーサル対応証明書の
取得（有無又は定性的な説明）

（指標例）利用者数

（指標例）利用者の満足度
（※１）

アウトプット インパクトプロジェクト内容 アウトカム

②指標等の例は、プロジェクトが最終的な社会的な効果（インパクト）に至る過程を図示した上で、各段階の効果を示す指標等を例示。

経緯

指標集の内容

プロジェクトによって直接的にもた
らされる製品やサービス等

「対象となる人々」等にもたらされる
便益や変化（成果）

最終的な社会的な効果（目標）【例 バリアフリーの推進】

社会的課題の例 （※SDGsアクションプラン等を踏まえて整理）

ダイバーシティの推進・女性の活躍推進 高齢社会への対応 健康・長寿の達成 住宅確保要配慮者向けの住居支援

あらゆる人々の教育機会の確保 バリアフリーの推進 企業による新型コロナウイルス感染症対策（経済的影響への対応含む） 食品廃棄物・食品ロスの削減とリサイクル

子育てと仕事を両立しやすい社会の実現 子どもの貧困対策推進 地方創生・地域活性化 国際協力（発展途上国の食料安全保障と栄養改善の達成）

働き方改革とディーセントワークの実現 責任ある企業行動の促進 持続可能で強靭な国土（防災・減災対策、インフラ老朽化対策） 持続可能な生産・消費の促進

アウトプット・アウトカム・インパクトの算定方
法（例）

※１
利用者の利用実態・満足度の把握
を目的とした利用者へのアンケート

※ ガイドラインでは、発行体がこうした指標等を用いて社会的な効果を開示する方法として、発行体のウェブサイト等に掲載することを例示している。


